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(57)【要約】
【課題】　本発明の目的は歩数計または加速度計のよう
な機能的フィットネス装置を有し、これによって作業中
、買い物中、夕方の外出中または動いている時に常にス
テップをたどることのできる望ましいファッションアク
セサリを提供することである。
【解決手段】　本発明は、着用可能フィットネス装置及
び複数の着用可能部材で相互交換可能なフィットネス装
置に関する。ある実施形態において、着用可能フィット
ネス装置は、方向付けされた位置に歩数計のようなフィ
ットネス装置を保持するための形状と寸法に形成された
構造体を内蔵または載置した着用可能部材を含む。機能
的フィットネス装置を有するファッションアクセサリを
説明し、これによって作業中、買い物中、夕方の外出中
または動いているときに常にステップをたどることがで
きる。さらに、通常の人の日常作業中実用的、かつ、快
適にステップをとらえることができるフィットネス装置
が提供される。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも第１及び第２着用可能部材と、
　前記第１着用可能部材に着脱可能に固定されたフィットネス装置と、
　を備えるフィットネスアクセサリキットであって、
　前記フィットネス装置が前記第１着用可能部材から取り外すことができ、また、前記第
２着用可能部材に着脱可能に固定される
　ことを特徴とするフィットネスアクセサリキット。
【請求項２】
　少なくとも第１及び第２着用可能部材と、
　前記第１着用可能部材と前記第２着用可能部材の間で相互交換可能に結合されたフィッ
トネス装置と、を備える
ことを特徴とするフィットネスアクセサリキット。
【請求項３】
　着用可能部材と、
　前記着用可能部材に固定されたフィットネス装置と、を備え、
　前記着用可能部材が、前記フィットネス装置を、その使用中に適切な方向に配向を維持
させるポケットを有している
　ことを特徴とするフィットネスアクセサリ。
【請求項４】
　フィットネス装置と、
　前記フィットネス装置を、所定の方向に配向を維持させる方向付けポケットを載置また
は内蔵している着用可能部材と、を備える
ことを特徴とするアパレル関連エクササイズシステム。
【請求項５】
　着用可能部材と、
　前記着用可能部材に固定されたフィットネス装置と、を備える
　ことを特徴とするフィットネス装置を保持する着用可能部材。
【請求項６】
　着用可能部材と、
　前記着用可能部材に着脱可能に固定されたフィットネス装置と、を備える
ことを特徴とするフィットネスアクセサリ。
【請求項７】
　前記フィットネス装置が、歩数計を備えている
請求項１ないし６のいずれかに記載の部材、アクセサリ、キットまたはシステム。
【請求項８】
　前記歩数計が、機械式歩数計、電気機械式歩数計または電子式歩数計を備えている
請求項７に記載の部材、アクセサリ、キットまたはシステム。
【請求項９】
　前記フィットネス装置が、加速度計を備えている
請求項１ないし６のいずれかに記載の部材、アクセサリ、キットまたはシステム。
【請求項１０】
　前記加速度計が、固体加速度計を備えている
請求項９に記載の部材、アクセサリ、キットまたはシステム。
【請求項１１】
　衣料品が、アンクレット、ベルト、パンツ／ショーツ、シャツ／ブラウス、下着類、ア
ームバンド及び靴からなる群から選択される
請求項１ないし６のいずれかに記載の部材、アクセサリ、キットまたはシステム。
【請求項１２】
　衣料品が、一つ以上のアンクレットであり、また、フィットネス装置が、歩数計または
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加速度計である
請求項１ないし６のいずれかに記載の部材、アクセサリ、キットまたはシステム。
【請求項１３】
　複数の着用可能部材が、複数タイプの着用可能部材を備えている
請求項１または２に記載のキット。
【請求項１４】
　複数の着用可能部材が、一タイプで複数のスタイルまたは複数の色の着用可能部材を備
えている
請求項１または２に記載のキット。
【請求項１５】
　複数の着用可能部材が、複数タイプの着用可能部材と、少なくとも二つの一タイプの着
用可能部材とを備え、
前記少なくとも二つの一タイプの着用可能部材が、複数タイプのうちの少なくとも一タイ
プで複数のスタイルまたは複数の色の着脱可能部材を備えている
請求項１または２に記載のキット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願として、本願は米国特許法第１１９条の下で２００５年８月１日付け出願の「Ｗ
ｅａｒａｂｌｅ　Ｐｅｄｏｍｅｔｅｒ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ａｎｄ　Ｐｅｄｏｍｅｔｅｒ　Ｄ
ｅｖｉｃｅ　Ｉｎｔｅｒｃｈａｎｇｅａｂｌｅ　Ｗｉｔｈ　Ｐｌｕｒａｌ　Ｗｅａｒａｂ
ｌｅ　Ａｒｔｉｃｌｅｓ」と称する暫定特許願第６０／７０４，３６５に基づく優先権を
権利主張し、その内容を参照によってここに援用する。
【０００２】
本願は着用可能フィットネス装置及び複数の着用可能部材を相互交換可能なフィットネス
装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　フィットネスアクセサリ、及び、ナイキ（Ｎｉｋｅ）、アディダス（Ａｄｉｄａｓ）、
チャンピオン（Ｃｈａｍｐｉｏｎ）、リーボック（Ｒｅｅｂｏｋ）のようなアクセサリを
販売する会社の急増に、ファッションが重要な役割を果たしてきた。この業界は、運動用
ファッションを街中に、また、ショッピングモール、カジュアルレストラン、学校等に売
り出してきた。しかし、多くの人々は、例えいかに魅力的であっても、フィットネス指向
衣類がふさわしくない、もしくは望まれていない場所で大部分の時間を過ごしている。仕
事場、教会、洗練された食堂施設、コンサート会場及びナイトクラブ等は、全てフィット
ネス衣類が通常着用されない場所である。ジムの外で大半の時間を過ごす人々は、自分た
ちの生活の中にフィットネスを構築する問題の解決策を探している。
【０００４】
　一方、手ごろな価格で、かつ、魅力的なファッション及びファッションアクセサリは、
多忙な人の生活を支え続けている。自由に使える時間よりも多く自由に使える収入のある
人が、この機能的で魅力のある解決策を提供する製造業者に期待をよせている。ファッシ
ョンアクセサリの市場は成長を続けている。
【０００５】
　ある人は自分の日々の生活にフィットネスを取り入れようと試行している。例えば、も
っと歩かなければならないことを誰もが知っているが、我々の進行状況を追跡記録するこ
とは不快な実用的でないステップメータによって制限されていた。制服の着用を義務付け
られている女性やある作業者に対して、既存のステップカウンタは実用的ではない。既存
のカウンタは一般的に着用者の衣類のウエストバンドに挟まれるか、または別の方法とし
てバンドを使用して腰に縛っている。この取り付け方法は、着用者がジョギングパンツ、
ショーツまたはスウェットパンツのようなスポーツウエアを着ているときには実用的であ
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るが、着用者がドレス、スーツまたは制服のようなカジュアルでない衣類を着ているとき
は実用的でなく、また、着用がやっかいである。多数の衣料品、例えば、ドレスには装置
が取り付け可能なウエストバンドが設けられておらず、一方、他の衣料品、例えば、スカ
ートまたはドレスパンツは、装置が取り付けられたときに扱いにくくまた不快なふくらみ
が生じる。例えば、給仕スタッフ、看護師等の制服を着用した作業者にとって、取り付け
可能装置は安全面もしくは求められるドレスコードの面から外れている。全ての状況にお
いて、作業、運転、掃除、トイレの使用等といった通常の日常生活中に、クリップが外れ
て装置が紛失するという結果になることがある。
【０００６】
　最近の医学研究では、計画されたエクササイズの他に、消費されるカロリーが、体重の
維持または減量に重要であるということが確認されている。ほとんど体を動かさない（ま
たは活動的な）人に対して、カロリー消費量を増大する最善の方法は単に歩くことによる
ことが一般的に同意されている。一般大衆が毎日日々の養生計画にウォーキングという余
分な手順を付加して努力すること、また、ステップカウンタまたは歩数計を使用して目標
の達成に向かって進行していることを測定することを政府は推奨している。それにもかか
わらず、多くの人々にとって入手可能な歩数計の非実用性のために計画されていないエク
ササイズステップを正確に捉えることができないということがフラストレーションとなり
、これによってプログラム目標が達成されていない。
【０００７】
　種々のタイプの歩数計が知られている。一般的に、大部分の歩数計は前方向または下方
向への運動毎の衝撃によって生じるステップをカウントする。この運動によりハンマーが
センサを打つことでカウンタを作動させる。ある歩数計は、個人のニーズに合わせるため
に種々の感度調整装置を有している。ステップ数をカウントし、カウント数を距離に変換
する歩数計もある。大部分の歩数計は人が歩くにつれて上下する小さいばねがセットされ
た水平アームを有していて、例えば人の脚の垂直移動を測定する。電子歩数計は、地面を
打つ人の足の衝撃を検出することができる。歩数計の検討は、例えば、Ｍａｒｓｈａｌｌ
らによる、ＷｅｌｌＳｐｒｉｎｇ、「Ｗａｔｃｈ　Ｙｏｕｒ　Ｓｔｅｐ：Ｐｅｄｏｍｅｔ
ｅｒｓ　ａｎｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ａｃｔｉｖｉｔｙ」、Ｗｉｎｔｅｒ　２００３　Ｖ
ｏｌｕｍｅ　１４、Ｎｕｍｂｅｒ　２、及びＢａｒｂａｒａ　Ａｒｒｉｇｏによる、Ｄｅ
ｔｒｏｉｔ　Ｆｒｅｅ　Ｐｒｅｓｓ　Ｂｕｓｉｎｅｓｓ　Ｎｅｗｓ、「Ｃｏｎｓｕｍｅｒ
　ｇｕｉｄｅ：Ｐｅｄｏｍｅｔｅｒｓ」、Ｍａｙ　4、２００３に見ることができる。
【０００８】
　さらに、加速度計が歩数計に適用されるようにして教示されている。例えば、２００６
年３月７日発行、Ｙａｍａｚａｋｉらによる「Ｈｅｌｔｈ　ａｍｏｕｎｔ－ｏｆ－ｅｘｅ
ｒｃｉｓｅ　ｍａｎａｇｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅ」と題する米国特許第７，００８，３５０
号が、垂直方向に揺れる運動を測定するための歩数計または加速度計に加えて体脂肪計を
使用して健康になるエクササイズ量を管理する装置を教示している。２００５年５月２４
日発行、Ｂｌａｃｋａｄａｒらによる「Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ　ａｃｔｉｖｉｔｙ　ｏｆ
　ａ　ｕｓｅｒ　ｉｎ　ｌｏｃｏｍｏｔｉｏｎ　ｏｎ　ｆｏｏｔ」と題する米国特許第６
，８９８，５５０号が、加速度感知軸に沿った加速を感知する固体加速度計のような人の
足の運動を感知するための足取り付けセンサを開示している。また、２００１年１０月２
日発行、Ｂｌａｃｋａｄａｒらによる「Ｄｅｔｅｃｔｉｎｇ　ｔｈｅ　ｓｔａｒｔｉｎｇ
　ａｎｄ　ｓｔｏｐｐｉｎｇ　ｏｆ　ｍｏｖｅｍｅｎｔ　ｏｆ　ａ　ｐｅｒｓｏｎ　ｏｎ
　ｆｏｏｔ」と題する米国特許第６，２９８，３１４号は、人の足に取り付けられ、これ
によって人の足が動いたときに信号を発生する加速度計を開示している。これら種々の装
置は運動感知チップ技術の複数機能を好都合に利用して装置に種々の機能を組み入れてい
る。
【０００９】
　歩数計または加速度計がステップ数を正確に記録することを保証する必要がある機能変
化に加えて、装置は着用者の衣服に適合することも望まれる。この点は本発明の種々の実
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施形態によって達成することができ、機能性とファッション性を一体化して、製品を使用
し医学の専門家が推奨する健康的な生活のためのガイドラインに従う着用者の成功を高め
る。歩数計等の利点はよく知られているが、当該技術について、歩数計及び／または他の
フィットネス装置を保持するのに適した一体化されたファッショナブルなアクセサリ及び
衣類は、これまで知られていない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　従って、本発明の目的は歩数計または加速度計のような機能的フィットネス装置を有し
、これによって作業中、買い物中、夕方の外出中または動いている時に常にステップをた
どることのできる望ましいファッションアクセサリを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は着用可能フィットネス装置及び複数の着用可能部材で相互交換できるフィット
ネス装置に関する。
【００１２】
　ある実施形態において、着用可能フィットネス装置は、歩数計のようなフィットネス装
置を方向付けられた位置に保持するために構成され、かつ、寸法付けられた構造体に内蔵
または載置された着用可能部材を含む。
【００１３】
　機能的フィットネス装置を有するファッションアクセサリを説明し、これによって作業
中、買い物中、夕方の外出中または動いている時に常にステップをたどることができる。
さらに、フィットネス装置は通常の人の日常生活中実用的、かつ、快適にステップをとら
えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明の好ましい実施形態を示す以下の詳細な説明だけでなく以下の概要は、添付図面
と関連付けて読めばよりよく理解できるであろう。本発明を説明する目的で、現在好まし
い実施形態を図示する。しかし、本発明は示された正確な構成及び手段に限定されないこ
とを理解すべきである。
【００１５】
　着用可能な衣料品の形態をしたフィットネスアクセサリとこの着用可能な衣料品に取り
付けられたフィットネス装置をここに示す。ある実施形態において、着用可能な衣料品の
形態をしたフィットネスアクセサリは、歩数計のような正確な位置付けと方向付けを必要
とする装置を含んでいる。
【００１６】
　図１を参照して、本発明の一般的システム１０を示す。歩数計（例えば、機械式歩数計
、電気機械式歩数計、電子式歩数計）または加速度計のような人が移動した距離を測定す
るのに使用される装置を含むフィットネス装置１２を、複数タイプの衣料品またはファッ
ションアクセサリに関連付けて示す。例えば、アンクレット１４と１６、ベルト１８、シ
ョーツ２０またはバンダナ２２（または、身体あるいは肢部の回りに縛り付けるのに適し
た他のタイプの衣類、例えばアームバンド）が、本発明のある態様に係るシステムまたは
キット１０内のフィットネス装置１２と相互交換可能である。加えて、例えば別の色の服
装及び／またはアクセサリとコーディネートするために、フィットネス装置１２は、例え
ば別のスタイルまたは色の同じタイプ（例えば、アンクレット、ショーツ、バンダナ、ア
ームバンド、ベルト等）の他の着用可能部材と相互交換可能である。
【００１７】
　図示したように、ベルト１８はバックル内に合うように構成された長尺形状と従来のベ
ルトにあるような関連付けられた孔を有している。ある好ましい実施形態において、ベル
ト１８は調整可能バンドである。適切な保持構造体がフィットネス装置１２を保持するた
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めに含まれている。別の構成として、ベルト１８はフック－ループ締め付けシステム（ｈ
ｏｏｋ　ａｎｄ　ｌｏｏｐ　ｆａｓｔｅｎｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）、一つ以上のボタン、
スナップ式ファスナー（ｓｎａｐ－ｆｉｔ　ｆａｓｔｅｎｅｒ）、ペグ－ホール機構（ｐ
ｅｇ　ａｎｄ　ｈｏｌｅ　ｍｅｃｈａｎｉｓｍ）、チェーンリンク（ｃｈａｉｎ　ｌｉｎ
ｋ）、弾性材料または他の適切な締め付けシステムを使用することができる。
【００１８】
　アンクレット１４は、例えばスライドオン式（ｓｌｉｄｅ－ｏｎ　ｔｙｐｅ）アンクレ
ットとして構成される。好ましくは、アンクレットは、着用者の身体への位置を維持する
コアに適した形状及び材料で形成される。適切な保持構造体がフィットネス装置１２を保
持するために含まれている。好ましくは、このようなアンクレット１４またはこのコアは
スパンデックス繊維、編成弾性部材、ネット状弾性部材、ゴム系部材または伸縮性のある
布のような適切な弾性材料で形成されている。さらに、アンクレット１４はコアとしての
弾性ストラップを包み込んでいる目の粗い（ｌｏｏｓｅ）布のような適切な弾性形態に形
成することができる。あるいは、アンクレット１４はコアとして適切なばねを含んでいて
もよい。この種の材料は適切に滑り嵌めを提供してアンクレットの固定位置からの滑りを
阻止する一方で、過度に締め付けて着用者に、例えば、血液循環の低下または炎症という
形の害を与えないようにする。
【００１９】
　アンクレット１６は例えばチェーンリンクアンクレットの形状をしている。適切な保持
構造体がフィットネス装置１２を保持するために含まれている。フィットネス装置１２と
アンクレット１６間の結合部としては、例えば、フィットネス装置１２の各側部に結合リ
ングが取り付けられた、アンクレットの各端の適切な留め金（例えば、カニバサミ式留め
金）が挙げられる。
【００２０】
　他のタイプのアンクレット、アームバンド、ベルトまたは他の着用可能部材も使用でき
、また、調整可能バンドを使用して正しい位置に固定された部材を含めてシステム１０と
一体化させることもできる。適切な調整可能バンドには、バックルと関連する孔、フック
－ループ締め付けシステム、一つ以上のボタン、スナップ式ファスナー、ペグ－ホール機
構、チェーンリンクまたは他の適切な締め付けシステムを有するバンドが含まれる。衣料
品は図１に関して示したようにアンクレット、ベルト、パンツ／ショーツまたはシャツ／
ブラウス、下着類、靴または他の衣料品を含めることができる。
【００２１】
　図２Ａを参照して、着用可能部材２４はこれに関連するフィットネス装置１２を含んで
いる。概して、着用可能部材２４は例えばこの部材２４の本体を形成するストラップ２６
を含んでいる。ストラップ２６は部材２４を着用者の足首、脚または腰または手首の回り
に固定することができる。ある実施形態において、部材２４は効果的に機能するように正
確に位置付けされ、かつ、方向付けされたフィットネス装置１２を内蔵する。
【００２２】
　図２Ａの例において、部材２４はこの部材に永久的にまたは着脱可能に取り付けられた
ポケットまたは保持構造体２８を含んでいる。ポケットは概して幅ｗ’の前面パネル３０
とポケット２８に深さｄ’をもたせる側壁３２によって特徴付けられている。ある好まし
い実施形態において、フィットネス装置１２は対応する同様の幅ｗ”と深さｄ”を有して
おり、これによってフィットネス装置１２はポケット２８内に確実に保持される。図２Ｂ
は着用可能部材２４のポケット２８内に挿入３４されるフィットネス装置１２を示してい
る。
【００２３】
　ここで図３を参照すると、フィットネス装置１２は固定ストラップ３６をさらに含んで
いるポケット２８内に示されている。固定ストラップ３６はフィットネス装置１２を正し
い位置に保持する働きをし、フィットネス装置１２の偶発的な外れを阻止し、方向付けの
機能性または上述の特徴の組み合わせを提供する。固定ストラップ３６は図示のようにポ
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ケット２８の前面パネルに固定するか、別の方法として別の適切な位置に取り付けること
ができる。固定ストラップ３６は、これに限定するのもではないがフック－ループ締め付
けシステム、バックル、一つ以上のボタン、スナップ式ファスナー、ペグ－ホール機構、
チェーンリンクまたは他の適切な締め付けシステムを含むあらゆるタイプの着脱可能アタ
ッチメントによって前面パネルまたは他の適切な位置に固定することができる。さらに、
ストラップは布、ウェビング、革、天然繊維、可撓性プラスチックまたは他の適切な材料
のような可撓性材料で形成することができる。あるいは、適切なヒンジ構造体を有する剛
性または半剛性材料で形成することができる。
【００２４】
　フィットネス装置１２は多様な構造体によって着用可能部材に固定することができる。
好ましくは、フィットネス装置１２としてのある歩数計の場合において、構造体はフィッ
トネス装置１２を着用者の身体の適切な位置に維持し、着用者の歩行及び／または走行ス
テップを正確に測定することを可能にする。例えば、使用中適切な方向付けを維持して着
用者のステップを望ましく正確に測定することを必要とする歩数計が、このような適切な
方向付けを容易にするような態様で着用可能部材に取り付けられる。
【００２５】
　図４Ａを参照すると、フィットネス装置１２は長尺部材３８をループ４０に挿通するこ
とによって部材３８または部材３８の一部に取り付けることができる。
【００２６】
　図４Ｂを参照して、フィットネス装置１２はクリップ構造体４４に固定することができ
る。クリップ構造体４４はフィットネス装置１２を保持するために構成されている。図示
したように、クリップ構造体４４はフィットネス装置１２の適切な突起部４６に対応する
受容部を含んでいる。クリップ構造体４４は装着者の身体に衣料品を取り付けるための適
切な構造体４８、例えば摺動クリップ構造体をさらに含んでいる。あるいは、クリップ４
４はフィットネス装置１２の適切な受容部に関連する突起部を含んでもよい。他の着脱可
能取り付け構造体を使用してフィットネス装置１２をクリップ構造体４４に取り付けるこ
ともできる。
【００２７】
　ここで図４Ｃを参照して、フィットネス装置１２を正しい位置に保持するための適切な
着脱可能結合構成の別の例を示す。フィットネス装置１２は着用可能部材５４（または部
材の一部）上の嵌め合い部５６、５８に対応する適切な特徴部（ｆｅａｔｕｒｅｓ）５０
、５２を含んでいる。着脱可能結合構成はフィットネス装置１２の雌部５０に固定される
部材５４の雄部５６を有し、また、フィットネス装置１２の雄部５２に固定される部材５
４の雌部５８を有するように示されているが、他の構成も可能であることが理解できるで
あろう。特徴部５０、５２、５６、５８はスナップ嵌め、摩擦嵌めまたは他の適切な着脱
可能連結構造体とすることができる。図４Ｃのシステムの重要な利点は、取り付け時に可
能な方向付けのみを許容する、ファッション部分とフィットネス装置間でそれ自体一方方
向連結部を提供することである。
【００２８】
ここで図５を参照して、方向付け特徴部の一例を示す。フィットネス装置１２は位置合わ
せマーク６０を含んでいる。ポケット２８（または他の適切なホルダー）は、対応する位
置合わせマーク６２を含んでいる。好ましくは、これらの位置合わせマークはフィットネ
ス装置の不適当な方向付けを最少にするかなくすような位置にする。
【００２９】
　ここで図６を参照すると、本発明の別の特徴部が快適さを高めるように設けられている
。例えば成形プラスチックの適切な湾曲度を有するフィットネス装置７０が提供され、着
用者の身体に快適に合うようになっている。湾曲度は、装置と、この装置が身体、例えば
脚、腕、首、胴体に取り付けられることになる位置とに依存して適切な湾曲形状と湾曲度
にすることができる。
【００３０】
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　本明細書で使用される用語「フィットネス装置」は個人的なフィットネスの維持を助け
るために適した装置を意味する。フィットネス装置は、歩数計または加速度計、心拍度数
モニタ、血圧モニタのような人が移動した距離を測定するのに使用される装置、または静
的または動的身体パラメータを測定もしくは記録するこの種の装置を含めることができる
。ここである好ましい実施形態において、フィットネス装置が含む、人が移動した距離を
測定するのに使用する装置は、機械式歩数計、電気機械式歩数計、電子式歩数計のような
歩数計または加速度計である。
【００３１】
　大部分の既知の歩数計は使用中適切な方向付けを必要とするが、本発明は振動検出歩数
計のような方向付けに関係なく機能するように予想される歩数計及び／または加速度計を
意図していることを理解すべきであり、この種の装置は２００４年１２月２８日発行のＬ
ｅｅによる「Ｐｅｄｏｍｅｔｅｒ　ｆｏｒ　ｄｅｔｅｃｔｉｎｇ　ｖｉｂｒａｔｉｏｎｓ
　ｉｎ　ｔｈｅ　ｍｏｔｉｏｎ　ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ」と称する米国特許第６，８３６，
５２４号に開示されている。
【００３２】
　さらに、加速度計は寸法が小さいために、また、ある実施形態においては、方向付けの
必要がないために、シンプル、かつ、より審美的に魅力のある装置を許容するために着用
可能部材に内蔵されることが望ましい。例えば、一つの適切な加速度計はＭｅｓｍｉｃ，
Ｉｎｃ．のモデルＭＸＣ６２０２Ｇ／Ｈ／Ｍ／Ｎ（Ｎｏｒｔｈ　Ａｎｄｏｖｅｒ，ＭＡ）
（例えば、２００５年１１月１０日付けＲｅｖ．Ｂ明細書に開示されているような）が含
まれる。さらに、人が移動した距離を測定するのに使用される小さくコンパクトな加速度
計は一つのスタイルまたは一つのタイプの着用可能部材から別のものとの取り付けと取り
外しが容易である。
【００３３】
　特に、ある固体加速度計が望ましく、例えば加速感知軸に沿った加速度を感知するもの
が望ましい。ある加速度計は、ばねによって支持された重量の偏位を検出するためのひず
みゲージを使用している。あるいは、圧電素子をばねの代わりに使用することができ、こ
の圧電素子は重量の偏位に比例して素子の両端に現れる電気によって加速度を測定するこ
とができる。さらに代案として、適切な加速度計は磁界内にコイル／重量を使用し、磁界
内を移動するコイル内に起電力を誘起し、これによって誘起起電力による加速度を測定す
る。
【００３４】
　種々のタイプの表示装置が、機械式または電子式表示装置を含む歩数計または加速度計
のような既存の測距装置に利用可能である。ある好ましい実施形態において、移動した距
離の表作成の利便性のために、表示装置は所望の間隔で照明を達成する一連の小さいライ
ト（例えば、ＬＥＤまたはＬＣＤ）を備えている。例えば、１日当り推奨された１０，０
００ステップに対応して、５個のライトが設けられ、これによって各ライトが２０００ス
テップ間隔で表示する。これにより装置の審美的アピールが高まり、かつ、拡張読み出し
等による押し付けが最少となる。さらに、装置は暫定光シーケンスのパターンで読み出し
されユーザに対して各２０００ステップ間隔内の進行状況を表示するようにプログラムさ
れていてもよい。
【００３５】
　ここに説明するように、ある実施形態において、歩数計のようなフィットネス装置は身
体のゾーン内の位置精度を必要とする。一例として、装置がアンクレットとして使用され
る機械式または電気機械式歩数計であれば、歩数計は足首の前側に位置付けされ維持され
るのが好ましく、これによって機械式装置に各脚の動きを記録させる。例えば、フィット
ネス装置を正しい位置に内蔵する着用可能部材を保持するための弾性バンドまたは調整可
能バンドを使用して本明細書のシステム内で精度が維持される。
【００３６】
　さらに、ここに説明するように、歩数計のようなフィットネス装置は、一般的に着用中
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方向付けの精度が必要である。方向付けは、着用者がファッション装置を着用するときに
修正されなければならない。種々のポケット、クリップ構造体、固定構造体等をここに説
明する。ある好ましい実施形態において、これらの種々のポケット、クリップ構造体、固
定構造体等はファッション部とフィットネス装置間の一方方向結合を提供する。さらに、
位置合わせマークも適切な方向付けを保証するために上述した。
【００３７】
　加えて、装置の種々の実施形態は快適さを高める。装着者がより頻繁に、１日の起きて
いる時間全てにおいてもフィットネス装置を装着できる快適さが望まれる。上述したよう
に、フィットネス装置（例えば、歩数計、加速度計）は身体に対して快適にフィットする
ように適切に湾曲した適切なハウジング内に形成することができる。さらに、着用可能部
材は着用者の快適な動きを許容するように可撓性である適切なコアを含めることができる
。可撓性は弾性材料、ばねまたは他のこのような可撓性材料または形態とすることによっ
て達成できる。
【００３８】
　最後に、本発明の重要な特徴はそのファッション的融通性にある。ある実施形態は一つ
のフィットネス装置が複数の着用可能部材と相互交換できるシステムを説明している。こ
の形態が着用者にとって１日の様々な時間帯にフィットネス装置を便利に、かつ、ファッ
ション的に使用することを可能にする。この形態は例えば相互交換可能フィットネス装置
に多数のファッション部分を伴わせることによって達成され、これによってフィットネス
装置は着用者の１日の間に一つのファッションタイプから別のタイプに変更することがで
き、装着者は単一のフィットネス装置でまる１日のデータ測定が可能となる。このオプシ
ョンは１日の中で、服装を替える着用者に対してうまく機能する。例えば、仕事のための
日中のビジネス用衣類、家庭での午後のカジュアル服、及び夜の正装である。加えて、マ
ーケティング材料に使用されるようなクラブ、会社、政治的活動等に適したデザインのオ
プションはこの装置に容易に組み合わせることができる。
【００３９】
　好ましい実施形態を示すとともに説明したが、本発明の精神と範囲から逸脱しない範囲
で種々の変更例及び代替例が可能である。従って、本発明は例証として説明しており、こ
れに限定するものではないことを理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】フィットネス装置が多数のタイプの着用可能部材の間で相互交換可能である本発
明のシステムの実施形態を概略的に示す図である。
【図２Ａ】フィットネス装置を位置付けし、かつ、方向付けるための着用可能部材の実施
形態を示す図である。
【図２Ｂ】フィットネス装置を位置付けし、かつ、方向付けるための着用可能部材の実施
形態を示す図である。
【図３】フィットネス装置を保持するための固定ストラップを備えた例示的ポケットを示
す図である。
【図４Ａ】フィットネス装置を着用可能部材に位置付けし、かつ、方向付けるための例示
的構造体を示す図である。
【図４Ｂ】フィットネス装置を着用可能部材に位置付けし、かつ、方向付けるための例示
的構造体を示す図である。
【図４Ｃ】フィットネス装置を着用可能部材に位置付けし、かつ、方向付けるための例示
的構造体を示す図である。
【図５】フィットネス装置を着用可能部材に適切に位置合わせするための例示的システム
を示す図である。
【図６】着用者の身体、すなわち、脚の形状に合わせることによって提供される快適度の
付加されたフィットネス装置の例示的実施形態を示す図である。
【符号の説明】



(10) JP 2009-503734 A 2009.1.29

10

20

【００４１】
　１０　システム
　１２，７０　フィットネス装置
　１４，１６　アンクレット
　１８　ベルト
　２０　ショーツ
　２２　バンダナ
　２４，５４　着用可能部材
　２６　ストラップ
　２８　保持構造体、ポケット
　３０　前面パネル
　３２　側壁
　３６　固定ストラップ
　３８　長尺部材
　４０　ループ
　４４　クリップ構造体、クリップ
　４６　突起部
　４８　構造体
　５０，５８　雌部
　５２，５６　雄部
　５４　部材
　５６，５８　嵌め合い部
　６０，６２　位置合わせマーク

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図３】
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【図４Ｃ】

【図５】

【図６】
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